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アメ リカ合衆国 にみ られ る障害 を持 つ

青年 に対 する移行活動の現状 と課題*

真城 知己**

本研究では中等教育とその後の職業生活をはじめとした地域生活を結ぶ概念としての移行活動に注目し,

障害を持つ生徒に対する事例を活動の比較的活発なアメリカに求めて現状と問題点の整理をし,今 後の課

題について述べた。まず,現 在の移行活動の背景となる流れについて概観した後,ユ タ州とオレゴン州に

おける移行活動の例を取 り上げた。そこで指摘された中等教育後の関係諸機関における個別プログラムの

作成状態の不十分さの原因として,関 係機関の連携の問題をあげて若干の考察を加えた。さらに継続的な

本人へのサポートの必要性や,生 徒の個別のニーズを把握し,移 行活動におけるコーディネー トを専門と

する職種の開発及びそうした専門家よりなる組織を支える行政当局による活動や制度的な保障を確立する

努力の必要について述べた。

1.問 題 と 目 的

「移 行(transition)」 とは学校 教育
,特 に中等

教育(中 学校,ハ イス クー ル)か ら職 業生 活 を は

じめ各 種訓練 プ ログ ラム,高 等教 育 とい った様 々

な中等 教育後 の進路 へ と生徒 が移 ってい く過程 を

表 す概 念(図1)で あるが,イ リノイ大学 移行研

究 所 で開発 が進 め られ てい る障害 を持 つ生 徒 を対

象 と した移 行 モデ ルの 中で,移 行 は学 校 か ら職 業

へ とつ なが ってい る連続 体 にお け る中間段 階 で あ

る(Rusch and Phelps, 1987)と 述 べ られて い る

こ とか ら もわ か る ように,主 として 中等教 育 か ら

職 業生 活 への 間の過 程 を示 す場合 に使 用 され る こ

とが 多い。

様 々 なア フター ケ ア も含 んだ形 での特殊 学校 に

お ける進路 指 導 は,移 行 活 動 と混 同 され やす いが,

概 念 的 に前者 は後者 に含 まれ る もの で ある。

Will(1984)は 移 行 の概念 を規 定 す る上 で 必要

な3要 素 を以下 の ように示 してい る。

(1)地 域 での職 業及 び生活 に関 す るハ イス クール

にお ける効果 的 な プロ グラ ム

(2)雇 用 や地域 にお ける障 害 を持 つ個 人 の多様 な

サ ポー ト ・ニ ー ズ に応 じた様 々 な成 人 サ ー ビ

ス ・プロ グラム

(3)(ハ イ スクー ル)卒 業生 に とって必 要 とな る

サ ー ビスの 開発 を 目標 とした教 育機 関 と地域 サ

ー ビス機 関 との 間の総 合 的 ・協 調 的 な移行 活動

の計画

これ らは実 際 に移行活 動 を行 う上 で立 て られ る

プロ グラム にお いて必 要 な要素 で あ る とい え るが,

これ らの3要 素が 用意 された として もハ イ ス クー
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ル を卒 業 した障 害 を持 つ生徒 が スム ー ズに就職 や

地 域社 会 にお ける生活 へ と移 って いけ るわ けで は

な い。

わが 国 におい て,学 校 教育 か らその後 の職業 生

活 やそ の他 の地域 にお ける生活 への移 り変 わ りの

問題 を取 り上 げる際 に は一 般 に学校側 にお いて は

進路 指 導の問題 として,ま た職 業生活 へ の入 口及

び そ こでの プ レース メ ン トの問題 として職 業 リハ

ビ リテ ー シ ョンの領域 におい て別個 に研究 が な さ

れ てお り,研 究視 点 としての接 点 は余 り認 め られ

ない。

一方 で
,学 校,職 業 訓練 機 関,そ れ に事 業 所 の

相互 に対 す る要望 は常 に存 在 して お り,各 々 が互

いに接 点 を求 める努 力が必 要 であ る との認識 が さ

れ て はい る(下 篠 ・鈴 木 ・調 ・大 山 ・小 川,-1990)

が,こ の点 に関 す るニー ズが強 い割 には実際 に結

びつ きを形成 す る こ とは困難 な よ うで あ る。

本 研究 で焦 点 を あて る移 行 とは こう した連 携 の

問題 も含 めて学齢 期 か らそ の後 の生活 への橋 渡 し

をス ムー ズ にす るため に用 い られ る概念 で あ る。

移行 活動 に際 しては,後 節 で述 べ る ように様 々

な問題 が あ るが,こ れ ら を検討 し解 決 の方 向 を模

索 してい くこ とは わが 国 にお ける今 後 の職業 リハ

ビ リテー シ ョ ンの領 域 にお け る一 つ の課 題 に なる

と思 われ る。

移行 とい う用 語 はア メ リカ をは じめイ ギ リスな

どで も使 用 され て い るが,イ ギ リス の場 合 に は後

期 中等 教育 の段 階 に相 当す る継 続教 育 に特色 が あ

るた め,今 後 の研 究 に おい て取 り上 げる こ と とし,

本研 究 におい て は比 較的 議論 の活発 なア メ リカに

お ける障害 を持 つ生 徒 を対 象 とした移行 活動 の例

を取 り上 げて,現 状 と問題 点 を整 理 し,効 果 的 な

移行 活 動 の実施 の ため に必要 な条件 につ いて検 討

す る。 周知 の よ うに,ア メ リカ合衆 国 にお い ては

各州 ご との施 策 に相 当 の開 きが存在 してお り,例

として取 り上 げ る活 動 は全 国的 に実施 され て い る

わ けでは ない。 したが って,例 中に み られ る課題

は次節 で述 べ る背景 をふ まえ,で きる限 り移行 活

動 に一 般 的 に共 通 す る と思 われ る問題 を取 り上 げ

る よ うに した。

な お,職 業 リハ ビ リテー シ ョンの領 域 にお け る

研 究対 象 は松為(1988)に よって整理 されて い る

が,そ こで示 され た領域 に本 研究 で取 り上 げる移

行活 動 に関す る研究 を位 置づ ける と,職 業生 活 の

設計 や社会 的 支援 シス テム に関 す る研究 を中心 に

広 い領 域 に またが るもの と考 え られ る。

2.背 景 と な る こ れ ま で の 主 な 流 れ

現 在 のア メ リカにお け る移 行活 動 は1950年 代 に

始 ま っ た 作 業 ・学 習 運 動(work/study move-

ment),そ して1970年 代 を中心 とす る職 業教 育運

動(carrer education movement)に 引 き続 くも

の と して位 置 づ け られ て い る(Rusch ら,1987;

Halpern,1992)。

1950年 代 か ら60年 代 を中心 に行 わ れた作 業 ・学

習運 動 は主 として軽度 の障 害 を持 つ生 徒 を対象 と

して,中 等学 校 と地域 の リハ ビ リテー シ ョン機 関

とが連携 を持 ち,適 切 な作 業経験 を取 り入 れ なが

ら教 科学 習 や職業 教育 を行 う とい う もの で あった。

この活 動 は個 別 の生徒 に対 して特例 的 な措 置 とし

て行 われた ので は な く,学 校 とリハ ビ リテー シ ョ

ン機 関 の公 の協 力関係 によ って行 わ れ ていた点 が

特 徴 であ る。 生徒 は在 学 中か ら地 域 の リハ ビ リテ

ー シ ョン機 関 との関係 を持 つ ことが で きたた め
,

卒 業後 の移行 活 動の際 の様 々 な相談 もよ り効果 的

に行 え る とい う利 点 が あった。

しか し,こ のシ ステ ムにお いて一 般 に行わ れて

いた費 用 の運 用 方法 が問題 とされ る よ うに な った

こと,そ して1973年 の職業 リハ ビ リテー シ ョン法

の修正 及 び1975年 の全 障害 児教 育法 によ って リハ

ビ リテー シ ョン機 関 が生徒 の作 業経験 の た めに費

用 を割 くことが事 実上 困難 とな ったた め(Halper坑

1992)に,残 念 なが らこの システ ムは行 われ な く

な って し まった ので あ る。

これ にかわ って1970年 代 に台 頭 して きた のが,

職 業教 育運 動で あ る。軽度 の障 害 を持 つ生徒 を対

象 に行 わ れた作 業 ・学習運 動 に対 し,職 業教 育運

動 で は その概念 や対 象が拡 大 され,主 として障害

を持 た ない生徒 が念 頭 におか れ る ようにな った。

障害 を持 つ生徒 に対 す る処遇 は,職 業教 育運 動 の

初 期 にお いて は全 く触 れ られ て いない ことす らあ

った が,1976年 にはCEC(Council for Excep-

tional Chi1dren)に 職 業 開発 局が 設置 され,ま た,

職 業教 育 実施促 進法(Career Education Imple-

mentation Incentive Act.P.L.95-207:1977)に お

い て障害 を持 つ人 に ついて も特 に触 れ られ るよ う
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にな るな ど,関 係 団体 内部 の動 向 に加 えて,制 度

面 か ら も次第 に運 動全 体 の中 に位置 づ け られ る よ

うにな って い った。 この ような職業 教育 に直 接 関

係 す る法 整備 が進 む と ともに,他 方で雇 用 にお け

る差 別 の撤廃 が 強 く主張 され る よ うにな り,こ の

流 れ は障 害 に基 づ く差 別 の撤廃 を規 定 した1973年

の職 業 リハ ビ リテ ー シ ョ ン法 第504条 や 近 年 で は

1990年 の 障 害 を持 つ ア メ リカ人 法(ADA:Amer-

icans with Disabilities Act.P.L.101-336)へ と

つ なが って い った。

障 害 を持 つ生 徒 に関 わ る現 在 の移行 活動 につな

が る一 つ の契 機 とな ったの は,1984年 にOSERS 

(Office of Special Education and Rehabili

tative Services)か ら3種 類 の移 行 のモ デル が示

され た こ と(Will,1984)で あ る。 具体 的 には,(a)

特 別 な サ ー ビス は行 わ な い移行,(b)期 限付 きの

サー ビス を行 う移行,(c)継 続 的 なサ ー ビス を行 う

移 行,と な って お り,職 業教 育 の みに焦点 をあて

て いた1970年 代 の職 業教 育運 動 を発 展 させ,移 行

とい う用語 を用 いて 中等教育 とその後 の橋 渡 しの

過 程 に注 目を して捉 え るよ うにな った点 が特徴 で

あ る。

OSERSの モ デル は対 象 を雇 用 に関係 す る場 面

に限定 してお り,職 業以 外 の領域 につい て は最 終

的 に雇 用 を目指 す場 合 にの み,そ の意 義が 認 め ら

れ る とい う位置 づ けしか され てい なか ったの で,

1960年 代 を中心 とした作 業 ・学 習運 動 に比 較 す る

と領域 が狭 め られ て いた とい う点 に不十 分 さは あ

る も の の,周 囲 に 与 え た 影 響 は 大 き か っ た

(Halpern,1992)。 結 果 的 には,職 業教 育 の みな ら

ず,移 行 活動 と して の規 定 が全 障害 児教育 法 を修

正 した障 害児 教育 法(Individuals with Disabil-

ities Education Act.P.L.101-476)に おい て,す

べ ての生 徒 につ いて16歳 まで に移行 の 目標 を記 し

た 個 別 教 育 計 面(Individualized Education

Plan:以 下I E P)の 作成 を規 定 す る とい う形 で

明文 化 され,移 行 活動 の制 度面 にお ける位置 づ け

が な され たので あ る。

この よう に現在 の移 行活 動 は1960年 代 の作 業 ・

学 習運 動 にお いて 中等学校 と地 域 の リハ ビ リテー

シ ョン機 関 との連 携 が形成 され た とい う布石 の後,

職 業教育 に対 す る全 国的 な要請 の 高 ま りの 中で 障

害 を持 つ生 徒 に関す る制 度面 で の整備 が職業 教育

の領域で進められたという経過をたどり,更 に

OSERSに よって示された3つ の移行モデルを一

つの契機 として移行活動という形での制度的な位

置づけがなされるようになったのである。

3.移 行活動の例にみられる現状と問題点

こうした背景をふまえた上で,次 に現在の移行

活動の例 としてユタ州とオレゴン州における活動

を取り上げて紹介するとともにそこで指摘された

問題点について述べる。

(1)ユ タ州の例

この例は,ユ タ州で実施されたUtah Commu-

nity-Based Transition Programの 一部を構成す

るもので,(a)地 域レベルでの移行活動計画の調

整,(b)定 式化された移行活動計画の開発,及 び

(c)両親教育が柱 となっている。

この移行活動計画の特徴は,地 域べース型の移

行活動計画を作成することに重点がおかれている

こと及び職業生活への移行を中心にしながらも,

その他の諸サービスを活用しながら学校生活から

地域での生活へと移って行くためにはどのような

点がポイントとなるのかを示している点である。

その中では地域内での移行活動の計画を行うため

に学校や成人サービス機関の役割が示されており,

例えば,学 校の役割 としては職業教育や自己管理,

余暇活動なども含んだ包括的な教育課程の編成や

障害を持たない人との接触の機会の設定といった

地域社会での生活を念頭においた教育プログラム

の作成をすることとされ,地 域の成人サービス機

関の職員も移行チームの一員として少なくとも生

徒が卒業する3年 前の段階から関与することが必

要であるとされている。

また,特 に重度の障害を持つ人の地域社会への

参加を促進するために,地 域において利用できる

サービスの特定をし,そ の活用を念頭におきなが

ら個別のニーズや能力を評価するというステップ

をふむというプロセスを定式化して教育計画であ

るI E P のような個別の移行活動計画の作成がさ

れることになっている。

更に,強 い拘束力を持った条文が連邦法レベル

でも規定されている教育制度によって集中的なサ

ービスを受けることのできた義務教育の枠組みか
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ら離 れ て,多 様 で はあ るが比 較 的 に法的 な規 定力

の 弱 い成 人 サー ビスの下 に子 どもにお くとい う厳

しい問題 に直 面 して い る両 親 に対 す る情 報提供 の

意 義が認 識 され てお り,そ の地 域 にお け る成 人サ

ー ビス機 関 の種類 ・特 徴
,卒 業 後 のサ ー ビスの判

断基準 等 に関す る情報 が提 供 され る よ うにな って

い る。 これ らが 主 な特 徴 で ある。

ユ タ州で の この活 動の経 験 か ら問題 点 として挙

げ られて い るの は,ま ず第 一 に,重 度 の障害 を持

つ者 に対 す る地域 べ ー ス型 の職 業 サー ビスが絶 対

的 に不 足 して い る ことで あ る。 サ ー ビスの不 足 は

機 関 の不足 や具体 的 な プロ グラム の不足 に よ るが,

結 果 としてその職 員 が卒業 前 の生徒 の移 行計 画 の

作 成 に関与 す る こ とも困難 とな ってい る。第 二 は,

財 政源 の不足 で あ る。 そ して,第 三 点 目 として移

行 運動 の成果 に も関 わ らず,連 邦法 及 び政策 が現

存 の諸 サ ー ビスを変化 させ るよ うに機 能 してい な

い こ とが挙 げ られ てい る。 これ らの問題 はユタ州

だ けに限 らず ほ とん どの州 におい て共通 す る問題

で あ る との 指 摘 も され て い る(Hardman and 

McDonnell,1987)。

(2)オ レゴ ン州 の例

オ レ ゴン州 教育 局及 び保 健局 の協 力 の下 に行 わ

れ た 移 行 活 動 に 関 す る 調 査 プ ロ ジ ェ ク トが

Peters,Templeman,and Brostrom (1987)に よ

って報 告 され てい る。

この プロ ジェク トは,移 行活 動計 画 チー ムの開

発 を促 進 す る ことで移 行活 動計 画 にお け る問題 が

特 定 で き,ま たそ の解 決 が 目指せ る とい う考 えの

下 に3つ の段 階 に分 けて実施 され てい る。

まず第一 の段 階 では,地 域 の学校 の教 師 や成人

サー ビスセ ンター の職 員 をは じめ としてケ ー スマ

ネー ジ ャー*1や グル ー プホ ーム,保 護 雇 用施 設,

その他 の 関係職 員 に対 して各 々が把 握 して い る利

用 者 のニ ーズ につ いて情 報交 換 を行 う場 を設 定 し

て提供 し,将 来 的 に それ らの機関 が連 携 した移行

活動 計画 が立 て られ る ように,そ の素地 を形成 す

る働 きか けが行 わ れ る。

第 二 の段 階 で は,こ れ らの メ ンバ ーが具 体的 に

移行 活動 計画 を立 て るた めに必 要 と考 え られ る,

地域 の様 々 な成人 サ ー ビスの利 用の仕 方 か ら,生

徒 の評価 に基 づ いた移 行活 動計 画作成 の練 習,そ

して他 の機 関 に所 属 す る移 行活 動計 画 チー ムの メ

ンバ ー との建 設 的な かか わ り合 い の持 ち方 に まで

関 す る様 々 な訓練 が行 わ れ る。 更 に,こ うした訓

練 を受 けた メ ンバ ーが まだ訓練 を受 けてい ない職

員 に対 して指 導 をす る こ とが で きるほ どまで訓 練

が続 け られ る こ とにな ってい る。

そ して第三 の段 階 で,訓 練 を受 けた メ ンバ ーが

実 際 に地 域 の学校 や成 人 サー ビス セ ンター におい

て訓練 の成果 を実施 す る とい うス テ ップが組 まれ

てい る。

このプ ロジ ェク トに参加 すれ ば直 ち に全員 が第

三 の段 階 に まで達 す るわ けで はな いので あ るが,

Peters らの その後 の調査 で は,参 加 した教 師 に よ

って訓練 の第 一段 階 の成果 とい える,地 域 の環 境

をふ まえた上 で の生徒 の評 価 が行 われ る ようにな

ってい る との報告 が され てい る。 しか し,第 二 の

段 階以 降で行 わ れた訓 練が 各々 の機 関 におい て そ

の成 果 を現 す には至 って いな い ようで あ る。 その

理 由 につい て は明 らか にされ てお らず,あ えて問

題部 分へ の言 及が 避 け られ て い るよ うで もあるが,

この例 は地域 にお ける学校 をは じめ とした様 々な

機 関の連 携 を促 し,そ の結 果 として移行活 動 が促

進 され る よ うにす るため の具体 的 なプ ロセ ス を示

した一 つの例 と して その意 義 を認 め る ことが で き

る。Peters らは,こ の プロ ジェ ク トの よ うな地 域

にお ける連携 を促 す よ うな外的 な刺 激が必 要 で あ

る と述べ て い るが,州 当局 の よ うな行 政機 関が 中

心 となって移 行活 動 を積極 的 に支援 す るよ うに働

きか ける こ とが重 要 であ る といえ よ う。

一 方
,同 じオ レ ゴ ン州 に お い て地 方 教 育 局

(Local Education Agency)の 担 当官,教 師,そ

れ に 生 徒 の 両 親 を 対 象 にBenz and Halpern

(1987)が 行 った調査 研究 で は,移 行活 動の た め

に地域 の成 人 サー ビス機 関の利 用 を促進 す る よう

な冊子 等 を作 成 して い る地 域が 少 ない ことや移 行

活 動 の計画 に関 す る地 方教 育局 の担 当官 と教 師 と

の認識 の相 違,そ れ に卒業 後 フォロー ア ップ され

てい る生徒 が少 な い こ とな どが明 らか に され て い

る。

以上,ユ タ州 とオ レゴ ン州 にお け る例 を取 り上

げ,そ の概 要 を述べ て きたが,こ こで取 り上 げた

例 に もみ られ る よ うに,実 際 に行 われ てい る移行

活動 や その プロ グラム は必 ず し も十分 な効果 が あ
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げ られ て いな い。 オ レゴ ン州 の例 の よ うに州 当局

が 中心 に な って移 行 活動促 進 の ため に行 った プ ロ

ジ ェク トで す ら,目 ざ ま しい成 果 が あげ られ た と

はい えな いのが 現状 で あ る。

移 行活 動 にお い ては学校 と地 域 の リハ ビ リテー

シ ョ ン機 関 や そ の 他 の 成 人 サ ー ビ ス機 関 との

(各々 に所属 す る教 師や職 員 も含 む)有 機 的 な連

携 が 必 要 で あ る こ とは 一 般 に 認 識 され て い る

(Rusch ら,1987ほ か)が,現 実 に は これ らの連

携 に関 して は様 々な 阻害要 因 が存在 してお り,実

際 に この よ うな連 携 は見 られ な くな った との指摘

(Wilcox and Bellamy,1982)す らされて い る。

上 述 した よ うに移 行活 動 に は様 々 な問題 が あ るが,

こ こで は特 に機関 の連 携に焦点 をあて て若干 の考

察 を加 え る ことにす る。

連 携が ス ムー ズ にいか ない一 つ の原 因 と して は,

学校 教育 後 の場 にお け る個 別 プ ログ ラムの作 成が

(次第 に拡大 しつつ はあ るの だが)ま だ十分 に行

われ て いな い とい う ことが 考 え られ る。 中等職 業

教 育機 関 の教 師 を対 象 に して アメ リカ全 土 か らサ

ン プ リ ン グ を し て 調 査 を 行 っ たRojewski, 

Pollard, and Meers (1992)の 研究 で は,回 答者

の お よそ3分 の2(63.9%)は 個別 の プ ログ ラム

を作 成 した こ とが ない と報 告 され てお り,残 りの

ほ とん ど全 て も1学 期 間 もし くはそれ以 下 の期 間

しか プロ グ ラム を作成 ・使 用 した こ とが ない こ と

が明 らか に され て い る。

中等教 育後 の教 育機 会 に関 す る論文 で も個 別 の

プ ログ ラムの効 果 につ いて の研 究 の少 な さが指 摘

され てお り(Nelson and Kraft, 1989),一 般 に卒

業後 の各種機 会 におい て は個 別 プ ログ ラムが あ ま

り作 成 されて いな い こ とが わか る。

訓練 機関 も含 め た中等 教育 後 の成人 サ ー ビス機

関 におい て個別 の プ ログ ラムが作 成 され ない こ と

は単 に中等 教育 におい て行 われ てい た形式 が踏 襲

され てい ない とい う ことばか りで はな く,情 報 の

引 き継 ぎ も寸 断 され る こ とを意 味す る。 す なわ ち,

成 人 サー ビス機 関 にお い て個別 の プ ログ ラムの作

成 が通 例化 して いれ ば,内 容 を よ り充実 させ よう

とす る際 に必 然的 に学 校教育 時 の個 別 プ ログ ラム

とその評価 に関す る情 報が 必要 とな るが,そ うで

な い場 合 に は必 ず し も以前 の情 報が 十分 に収 集 さ

れ る とは限 らな いか らで あ る。

これ は成 人 サー ビス機 関 の評 価方 法 の問題 をい

ってい るので は ない。 各々 の機 関 にお いて業 務 内

容 に応 じて必 要 な評 価活 動 が な されて い る ことは

い う まで もな く,し か しなが ら,学 校 教育 の範 疇

に おい てI E P が作 成 され,そ こで 蓄積 され て き

た情報 が活 用 され な い こ とに よ る損 失が 非常 に大

きい と*2い う こ とな ので あ る。

I E P の内容 が その まま地 域 の成人 サ ー ビス機

関で利 用 で きる とい うわ けで はない ので,学 校 側

と成人 サ ー ビス機 関 とが 協議 を行 って移行 計 画用

の新 しい フ ォーマ ッ トを開発 す る必 要が あ る とい

え るが,現 在 の よ うに,情 報 の交 換 をす る上 で共

通 した フ ォー マ ッ トが な い とい う ことはBenz ら

が 指摘 してい る ような異 な る職 種 にお ける認識 の

違 い を埋 め,相 互 の連 携 を促 進 す る上 で非 常 に不

利 な条件 とな って い る と考 え られ る。

4.ア メ リカの移 行活 動 に おけ る今 後 の課題

(1)継 続 的 なサ ポ ー ト

わが 国 にお いて も,特 に知 的 な障害 を持 つ人 に

とっての ア フター ケア は単 な る補完 で はな く,働

くた めの必 要条件 で あ る と述 べ られ てい る(西 村,

1992)が,ア メ リカ にお ける中等 教育 後 の継続 的

なサ ポー トに対 す るニ ーズ の強 い こ とが指 摘 され

てい る(Hardman ら,1987)。 しか しなが ら,実

践 的場 面 にお いて は特定 の機 関(及 びそ の担 当者)

のみ が学齢 期 か ら成 人期 にわた る まで継続 してサ

ポー トを続 け るこ とには無理 が あ り,通 常 は各々

の機 関が提 供 す るサ ー ビスの範 疇 にニ ーズ を持 つ

者が い る期間 の み しか対 応 をす る ことが で きな い。

短期 間 に集 中的 に実施 され る移行 活 動 も多少 の効

果 が期 待 で き る こ とが報 告 され て い る(Siegel,

Robert, Waxman, and Gaylord-Ross, 1992)が,

雇用 場 面 に至 って なお継 続 され る プ ログ ラ ム*3

の ように基本 的 に は長 期 的 に実 施 され る必 要性 が

ある。

中等教 育後 の サー ビス提 供 の形態 は,段 階的 に

異 な る機 関 にお いて連 続 的 に行 わ れ る形 態 や種 々

の機 関 が同 時 に関与 す る形 態 な どが考 えられ るが,

いずれ に して も次 に述 べ る機 関の連 携 の問題 と併

せ て検討 してい くこ とが必 要 で ある。

また一方 で,障 害 を持 つ青年 が 中等教 育後 に何

らか の形で 移行 プ ログ ラム を受 ける比 率が 障害 を
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持 たな い群 に比 べ て約4分 の1程 度 に しか す ぎな

い とい う研 究(Fairweather and Shaver, 1991)

もあ り,参 加 その もの を促 進 す る働 きか け も重要

で あ る。

(2)諸 機関 の連携 の形 成

作 業 ・学 習運 動 にお ける学校 と地 域 の リハ ビ リ

テー シ ョン機 関 との連 携 は,財 政 の運営 方法 に問

題 が あ ったた めに結果 的 に継続 で きな くな って し

ま ったが,移 行活 動 を効果 的 かつ 円滑 に進 め るた

めに は関係 す る機 関 同士 の何 らか の形 での連 携 が

不 可欠 で あ る。

また,1)で 述 べた ように長期 的 に継続 したサ ポ

ー トが行 われ る こ との必 要性 か ら も諸機 関 の連携

は重要 で あ る。

本 研究 で 指摘 した ように学校 と成 人 サー ビス機

関 にお ける共 通 した フォーマ ッ トでの情 報 交換 の

必 要性 に加 え,オ レ ゴン州 の例 の ように州 当局 な

どの行 政機 関が 中心 とな って移行 活動 のた めの諸

機 関 の連 携 を促進 す るよ うな働 きか けが行 われ る

ことが 求 め られ て い る。

更 に,連 携 の際 に検 討 す る必 要 の ある内容 とし

て,Stodden and Boone (1987)は 以下 の 点 を挙

げて い る。

(a)成 人 サ ー ビス機 関(及 び その担 当者)の 移行

活 動 にお け る参 加 開始 の時 期

(b)移 行 活動 の結 果 の評価 をす る際 の基 準

(c)移 行活 動 の各々 の段 階 にお ける責任 機 関

(d)移 行活 動 にお ける個々 の機 関が果 た す役割

これ らは諸 機 関の連 携 を形成 す る上 でそ の基本

的要 素 とな る視点 を示 してい る とい える。

Exceptional Children 誌 に紹 介 され てい る移行

活 動 の専 門 家 に よ る座 談 会(Brown, Halpem,

Hasazi, and Wehman, 1987)の 中 で,障 害 を持 つ

青年 の移 行 に際 して学校 と成人 サ ー ビス機 関 との

協調 関係 が効 果 的 に形成 で きるか との問 い に対 し

て(現 状 で は)恐 ら くそ れ は 難 し い で あ ろ う

(Halpern)と す る否定 的 な見解 も示 され て い る

が,オ レ ゴン州 での取 り組 み の よ うに プ ロ トタ イ

プ とな る よ うな実 践 を重 ねて い く中で関 係機 関 の

連携 を如 何 に形成 してい くかが 課題 とな る。

(3)専 門職 の開発

異 なる機 関 におい て各 々の専 門性 に応 じた業務

を遂 行 す る こ とに は多 くの努力 が払 われ,優 れ た

業績 が数 多 く作 られ て きた。 しか し,専 門分化 が

進 む ほ ど,異 なる種類 の機 関 の担 当者 にお ける業

務 内容 に関 す る認 識 に もそれ に応 じて差異 が み ら

れ るよ うにな る。 情報 交換 の場 等 を通 して これ を

埋 め る努 力 は必 要で あ るが,個 々 のケ ースへ の対

応 とまで な る と実質 的 に無 理が あ る。 したが って,

ケー ス を中心 に各 々 の機 関で提供 され るサー ビス

を総合 し,コ ー デ ィネー トを行 う職種 が 必要 とな

って くるので あ る。専 門職 の種類 が 増加 すれ ばす

る ほ ど,個 別 のニー ズ に応 じて それ らに よって提

供 され るサー ビスの コー デ ィネー トを行 う職種 へ

の需要 は高 くな る と考 え られ る。 そ こで,福 祉 領

域 にお けるケ ースマ ネー ジ ャーの よ うな種 々 のサ

ー ビスの コー デ ィネー トを専 門的 に行 う職 種(名

称 は移行 計 画 の コー デ ィネ ータ ー(TPC:Transi-

tion Plan Coordinator)な どが適 当か)の 開発 が

不 可 欠 にな る と考 え られ る。併 せ て,既 存 の機 関

の中 に この ような コー デ ィネ ー ターか ら構 成 され

る部局 を設 置 す る こと,更 に,そ の業務 内容 を支

援 す る行 政 当局 の働 きか けや この根 拠 とな る制 度

の確立(リ ハ ビ リテー シ ョン法 の修 正 も含 む)も

必 要 であ る。

(4)そ の他

この他,本 研究 におい ては触 れ なか ったが,移

行 の問題 は職 業教 育 との 関連 の中で 中等教 育段 階

の特 殊教 育 にお け るカ リキ ュラム論 に も発 展 して

い る。例 えば,金 ・三 沢(1990)は1980年 代 のア

メ リカの中等 教育段 階 の特殊 教育 の 内容 と移行 活

動 との 関連 につ いて の研 究 か ら,雇 用 へ の結 びっ

きにお いて 中等特殊 教育 プ ログラム が学校 を卒 業

す る障害 青年 の地域 社会 生活 の適 応 に あ ま りプ ラ

スの影響 を及 ぼ さな い こ とが示 され てい る と指 摘

してい る し,Edgar(1987)は 中等 教育 段 階の特殊

教育 と卒 業後 の生 徒 の適 応 との 間の 関連性 を指 摘

し,軽 度 の障 害 を持 つ生徒 に対 す る中等教 育 の内

容 を教科 的学 習 を減 らし,よ り職 業 的 な性 格 を強

めた教育 を行 う ことを提 案 してい る。 しか し,中

等教 育段 階 の特殊教 育 にお け る職 業教 育 の教育 課

程上 の位 置づ けは容 易 に結論 づ け る ことが 困難 な

問題 で あ り,本 研究 にお いて述 べて きた移 行 の概
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念 にお ける観 点 を十 分 にふ まえ つつ今後 一 層の議

論 を重 ね る こ とが必 要 であ る。

更 に,キ ャ リア ・デ ィベ ロ ップメ ン ト(Career

Development)の 概 念が 移行 の概念 と密接 に関係

して い る(Rau, Spooner, and Fimian, 1989)と す

る と らえ方 もあ り,今 後 移行 の概 念 を検 討 す る上

で の一 つ の視 点 とな ろ う。

5.お わ り に

移行 の 問題 は基本 的 に その前後 に位 置 す る学 校

と卒業 後 の機 関 との連 携の 問題 で ある。

そ して,移 行 活 動 は単 に中等学 校卒 業後 か ら次

の定 着先 に至 るまで の間 に行 われ るので は な く,

卒業 前 か ら次 の教 育 もし くは職 業生 活,及 びそれ

らを含 めた地 域生 活 に移 って か らし ば ら くは継続

され るべ き もの で あ り,結 果 として一 つの生 活 の

場 か ら次 の 生活 の場 への移 り変 わ りを円滑 にす る

た め に行 われ るので あ る。

これ まで の移行 活 動 を支 えて きたの は,主 に職

業生 活 を目指 す場合 には,い わ ば出 口に位置 す る

中等学校 の教師 で あ った り,職 業 面 に関 す る入 口

を示 す職業 リハ ビ リテー シ ョン関係者 で あ ったが,

本 稿 にお い て検 討 した ア メ リカの例 で は,そ の活

動 を各 々 の業務 に加 えて行 う ことには,立 場 を異

にす る ことに起 因 す る認 識 の違 い を生 じた り,責

任 の分担 や費 用 の負担 の問題 等,多 くの困難 な課

題 が存 在 し,結 果 的 に現在 の移行 活 動が 十分 に機

能 して いな い こ とが明 らか とな った。

多 くの関係 者 の努力 に よって,中 等教 育 にお い

て は職業 前教 育,ま た,雇 用場 面 にお いて は職 業

リハ ビ リテー シ ョンの領域 を中心 に して,職 業評

価 や カ ウンセ リング,プ レース メ ン ト等が 日進 月

歩 で発 展 して い る。 こ うした業績 をよ り効果 的 に

す るため に移行 とい う視 点 か ら様 々 なサ ー ビスを

とらえ,生 徒 の希望 や適 性 を考慮 しつつ移行 活 動

全 体 にわ た る コー デ ィネー トを専 門的 に行 う職種

の開発 を職 業 リハ ビ リテー シ ョンの領 域 にお いて

も進 め る と ともに,オ レゴ ン州 の例 にみ られ る よ

うなそ う した活 動 を支 える行 政 当局 の活動 や制 度

的 な保 障 を確 立 す るため の努 力 が な され な くて は

な らな い*4。

註

*1 ケ ー ス マネ ー ジ ャ ー とは,地 域 に お け る

様 々 な 福 祉 サ ー ビ ス を横 断 的,縦 断 的 に コ ー

デ ィ ネ ー トし,ニ ー ズ を 持 つ人(及 び そ の 家

族)と 福 祉 サ ー ビ ス の 提 供 者 と の 間 で調 整 を

行 う者 を さ す 。 ケ ー ス マ ネ ー ジ メ ン トは1978

年 の 連 邦 法(P.L.95-602)で 初 め て 制 度 的 に

位 置 づ け られ た 。

*2 IEPは 内 容 で あ る 到 達 目標 や 指 導 計 画 に

つ い て 保 護 者 の 了 解 も必 要 と さ れ,評 価 も含

め て 多 くの 議 論(相 等 激 し い 場 合 も あ る)と

時 間 を費 や し て 作 成 さ れ,そ の 過 程 を 通 じて

多 くの 情 報 が 収 集 され る(瀬 尾 ・河 合,1986

参 照)。

*3 雇 用 場 面 まで 移 行 プ ロ グ ラ ム が 延 長 さ れ る

と移 行 的 雇 用(Transitional Employment)

と呼 ば れ,職 業 に 関 して 何 ら か の 初 期 的 な 援

助 を必 要 とす る者 に は 有 用 で あ る と さ れ て い

る(Wehman, Moon, Everson, Wood, and

Barcus, 1987)。

*4 本 研 究 で は ア メ リカ に お け る例 に 焦 点 を あ

て た 検 討 を 行 っ た の で わ が 国 に お け る 取 り組

み に つ い て は触 れ な か っ た が,東 京 都 練 馬 区

で は行 政 当 局 に よ る 積 極 的 な 就 労 促 進 活 動 が

組 織 され(レ イ ン ボ ー ワ ー ク),実 践 的 な 取 り

組 み を通 した 課 題 の 発 見,解 決 が 期 待 さ れ て

い る 。 わ が 国 に お け る 動 向 に つ い て は 今 後 の

研 究 で の課 題 と し た い 。
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